
春から秋にかけて屋内で避暑をしていたオウサマペンギンを、
屋外展示場でご覧いただけます。

葛西臨海水族園
オウサマペンギン

121

葛西臨海水族園　飼育展示係　八木花乃香

ジャイアントケルプを海中で支えるからだのつくり

動物園の“かお”動物園の“かお”動物園の“かお”

　北アメリカの西海岸などで見られるジャイアントケルプ
は、長さ60メートル以上に成長する世界最大の海藻で
す。こんなに大きなからだを、海の中でどのようにして支
えているのでしょうか？
　そのためのからだのつくりのひとつが、根元にある「仮
根（かこん）」です。細かい網目状をした仮根は、同じ海藻
であるコンブやワカメの仮根と同様、岩の表面に放射状
に広がり、自らをしっかりと固着することで、波に流された
り倒れたりするのを防いでいます。ただし、陸上の植物の
根とはちがって栄養や水分を吸収することはできません。
そのかわり、からだ全体で海水中から吸収しています。
　ふたつめは「気胞」です。葉の付け根にひとつずつつい
ていて、中は空洞で気体が入っています。これが浮力とな
り、大きなからだを水面に向かってまっすぐ立たせること
ができるのです。また、まっすぐ立つことで、からだ全体が
海中に大きく広がり、海水中の栄養や水分を吸収しやす
くなるとともに、太陽の光を受ける面積が増えて光合成を
行いやすくなります。
　葛西臨海水族園では、このジャイアントケルプを「海藻
の林」水槽で展示しています。現在展示しているものは、
2020年10月に新たに導入しました。長さはおよそ５ｍほ
どですが、これからどこまで成長するのか楽しみです。ご
来園の際にはその大きさだけではなく、からだのつくりに
も注目しながら観察してみてください。
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連続立体交差事業推進中
～踏切がなくなる、渋滞がなくなる、まちが変わる～

水辺のにぎわいの創出～両国リバーセンター～

特集

1
特集

2

都市づくりの第一歩！　～東京都の用地取得～用地
特集

わたしたちは連続立体交差事業で踏切をなくし、
人と車の流れをスムーズにします

「海藻の林」水槽 ジャイアントケルプの気胞

両国リバーセンター

7

8

国 土 交 通 大 臣 賞
第32回全国街路事業コンクール

～踏切がなくなる、渋滞がなくなる、
　　　　　　　　　 まちが変わる～

交通渋滞ゼロ 踏切事故ゼロ

まちの活性化

（令和2年4月1日現在）

受賞

京浜急行本線

道路整備の一環として、鉄道を一定区間高架化または地下化
し、多数の踏切の除却と交差する道路との立体化を一挙に実現
する都市計画事業です。

令和２年度には、第32回全国街路事業コンクールにおいて、小
田急小田原線の連続立体交差事業が国土交通大臣賞を受賞し
ました！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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